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A.M. 9:00 ～P.M.5:00 土・日曜・祝祭日休局 

 
会長／ 高砂 明弘    副会長／ 加藤 昇

幹事／ 小村 益造    会計／ 伊藤 義徳

■■■ 例会プログラム ■■■ 
例会日 卓話者 演題 

3 月 25 日 夜間例会 18：30～ ホテルほり江  

4 月 1 日 早朝例会 6：30～ 廻の奥の池周辺 

4 月 8 日 

グリーンパーク  

財団調査研究課 

主任 林 成多様 

宍道湖・中海の水辺の昆虫と

その生息環境保全について 

■■■ 出席報告 ■■■ 
会員数 出席者数 欠席者数 出席率 前回補正出席率 

36 26  10 (3) 78.79 % 93.94 % 

■■■ 欠席者 ■■■ 

園山／大島治／田中祥／遠藤／石原輝／園／内田 

（石原恵／山根／牧野） 

■■■ 来訪者 ■■■ 

森山・加藤・木佐 （出雲）  山根 （大社） 

森山・田中・高橋・西本・石飛・石橋・槇野 （出雲南） 

中村・野原 （出雲中央）  三成・小林 （松江しんじ湖） 

■■■ メークアップ ■■■ 

な し 

*************************************************** 

■■■ 次回例会受付当番 ■■■ 

（4 月 1 日）  平野順一／飯塚大幸／飯塚詔夫 

（4 月 8 日）  持田稔樹／石原輝男／石原輝男 

■■■ 近隣クラブ例会情報 （メークアップを考えましょう） ■■■ 

   （出雲）                 （松江）  赤文字 例会変更 

月 出雲中央ＲＣ 4/12 月 松江南ＲＣ 3/29 

火 出雲ＲＣ  火 松江しんじ湖ＲＣ 3/30 

水 大社ＲＣ 3/31（休） 4/7 水 松江ＲＣ 3/31 

  木 松江東ＲＣ  

金 出雲南ＲＣ    

■■■ 会長挨拶 ■■■ 

 先日うれしいことがありました。約４０年ぶりに“フォークの神様”と言

われる岡林信康のコンサートを見ることができました。会場は山口県

阿武町町民センター。約５００人の観客で満席でした。観客はみな

還暦過ぎの岡林信康と同じ時代を過ごした人たち。岡林信康は昭

和２１年、滋賀県に生まれ、昭和４１年同志社大学に入学。夏休

みに東京山谷のドヤ街で、日雇い労働者生活をし、大学をドロップ

アウト。高石友也のフォークコンサートに感銘を受け、作詞、作曲活

動する。昭和４３年「山谷ブルース」「友よ」を発売、大反響を呼ぶ。

その後、５年間京都府下で、山村生活を送る。農村生活の中で演

歌に開眼。そのうち民謡や盆踊り、祭りの掛け声などに受け継がれる

日本のリズムを土台にした日本のロックを誕生させた。その名をエンヤ

トットミュージックと名付け、今なお、そのスタイルでコンサートを続けて

いる。 

久しぶりに４０年前にタイムスリップすることができました。 

岡林信康コンサート。アコースティックのギターの音色と三味線や

太鼓、笛、パーカッションの絶妙なコラボレーションは、心と身体に心

地よい震えが甦ります。 

 岡林信康（御歌囃子）音楽は最高の癒しをくれました。 

 一人岡林サウンドを聴きながら帰路につきました。 

 

■■■ 幹事報告 ■■■ 

１． ガバナー・エレクト小林完治様より3/13・14開催のＰＥＴＳ（会長エレクト

研修セミナー）出席のお礼状状をいただきました。 

２． 会費引き落し 4/8  51,000 円 （4・5・6 月分） 

３． ガバナー葛尾信弘様、地区代表幹事 古満啓三様よりハイチ大地震

支援・カンボジア保健支援のお礼と報告をいただきました。 

    ハイチ大地震支援   1,788,452 円 

    カンボジア保健支援  1,338,276円 （ＷＨＯ要請で蚊帳を購入） 

次期幹事より 

○ 次年度の委員会構成の発表 

■■■ 委員会報告 ■■■ 

プログラム委員会 （加藤喜委員長） ： 次週 4／1 早朝例会について 

■■■ スマイル ■■■ 

高砂 （本日はＩＭの慰労会です。槇野委員長はじめ会員の皆様お疲

れ様でした。たっぷり飲んでいただきます様に） 

■■■ スピーチ・例会行事 ■■■ 

「夜間例会 （ＩＭ反省会）」 

   

 



 

 

 

 

 

 

******************************************************** 

 

23 日会員増強委員会が開催された。当日はオブザーバーで清原、杉原

両会員にも参加していただき、候補者のピックアップをした。 

大谷委員長の 「純増 1 名。是非とも！」 と、激がとんだ。そのあとはロータリ

ー談話でひとときがすぎた。 

 

 


